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岡山県農業共済組合連合会 

１．事業推進の方策 

昨年度は、宮崎の口蹄疫、鳥インフルエンザの発

生、東日本大震災の発生、韓国での口蹄疫の再発

生など畜産業界にとっても歴史に残る 1 年でした。 

宮崎での口蹄疫では、総額１２億円余りの共済金

が、支払われました。県下は、異常気象ともいえる

夏の猛暑により、８月より死亡・廃用事故が増加し、

病傷事故とあわせ総額７億３千万円の損害が発生し

ています。 

家畜共済事業は、家畜の死亡・廃用、疾病及び傷

害などの事故に対し、損害を補てんする制度ですが、

ＮＯＳＡＩ岡山では、農家経営のセーフティネットとな

るよう事業の推進と、制度の適正実施に取り組んで

いきます。 

（１）引受率の低位な肥育牛・豚については、未

加入農家を訪問し、ニーズの把握に努めるとと

もに、加入率の向上を図ります。 

（２）農家が家畜の異動記録簿を記帳し、的確な

異動通知を実施することについて農家指導を

厳重に行います。 

 

２．家畜診療所の運営 

昨年度、県下で発生した病傷事故件数は、

31,400 件でこのうち連合会の家畜診療所では、

全体の 80%にあたる病傷事故の診療を行いまし

た。 

4月には2名の新任獣医師も加わり総勢43名

の獣医師で診療業務・損害防止を行います。 

また連合会では、昨年家畜診療体制整備再編

計画を策定しましたが、これに基づき診療業務

及び損害防止体制を充実させ、農家の支援体制

を強化します。 

（１）獣医師は、治癒率向上のため、疾病牛の

早期摘発、早期治療につとめます。 

（２）伝染性疾患の蔓延防止のため衛生管理指

導を徹底します。 

（３）家畜の予防衛生・増殖に資するため、県・

畜産協会等の行う諸施策に対して協力します。 

 

３．損害防止事業の実施方策 

死廃事故の低減を図るため、生産獣医 

療支援センター、家畜診療所が中心となって関係

機関との連携により、特定損害防止事業、一般損

害防止事業を充実します。 

（１）代謝プロファイルテストを活用し、飼養管

理及び衛生管理指導等の支援体制（生産獣医療

システム）を充実させます。 

（２）超音波診断装置（エコー）を用い た繁殖

検診を実施します。 

（３）子牛及び胎児の事故を減少させるため、分

娩時及び子牛の飼育管理指導、ワクチン接種の

啓蒙を行います。 

（４）ミルカー点検により、適正なミルキングシ

ステムを確保し、乳房炎の発生要因を排除して

いきます。 

 

ＮＯＳＡＩ岡山の２３年度の実施方策は、以上のと

おりです。 

連合会獣医師には、個体の診療はもとより、農

家の生産性の向上のための情報提供、消費者への

食の安全・安心の提供、口蹄疫など伝染病発生時

の防疫体制への協力など、その活躍が幅広く求め

られております。 

今後もNOSAI団体として、診療体制を整備し

ていくことが必要と考えていますので皆様方の

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 


